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4 ＊井出達也，江口有一郎，原田 大，磯田広史，本間雄一，有永照子，桑原礼一郎，天野恵介，川口
俊弘，佐野有哉，鳥村拓司：高齢者Ｃ型肝疾患での DAA 治療 SVR 例の発癌についての検討－
propensity score matching を用いた検討も含めて－．第56回日本肝臓学会総会．2020，8，28‐29
（LIVE 配信），2020，9，10‐10，9（オンデマンド配信）．抄録集：A469．

5 大枝 敏，高橋宏和，今城健人，相島慎一，鹿毛政義，伊藤義人，中島 淳，江口有一郎：Fibro
Scan を用いた肝硬度および controlled attenuation parameter の M/XL プローブ間の比較．第56回
日本肝臓学会総会．2020，8，28‐29（LIVE 配信），2020，9，10‐10，9（オンデマンド配信）．
抄録集：A368．

6 大枝 敏，安藤 彩，窪津祥仁，田中賢一，岡田倫明，高橋宏和，江口有一郎：Shear wave meas-
urement における VsAll の優位性．日本超音波医学会第93回学術集会．2020，12，1‐3（web 開
催），12，1‐6（単位取得のための視聴期間），12，1‐2021，1，14（オンデマンド配信）．抄録

― 6 ―



集：S 167．
7 ○岡田倫明，高橋宏和，田中賢一，安西慶三，江口有一郎：各種の脂肪肝予測パネルによる NAFLD

診断：日本人における validation study．第56回日本肝臓学会総会．2020，8，28‐29（LIVE 配信），
2020，9，10‐10，9（オンデマンド配信）．抄録集：A453．

8 ○尾﨑岩太，田中賢一，高橋宏和，安西慶三，松橋幸子：肝癌細胞における腫瘍抑制遺伝子
PDCD4の発現は p62を介したオートファジーにより抑制される．第56回日本肝臓学会総会．2020，
8，28‐29（LIVE 配信），2020，9，10‐10，9（オンデマンド配信）．抄録集：A401．

9 ＊河田望美，岸川まり子，三角優莉奈，愛川可南子，井上佳奈子，森 仁恵，小島基靖，河野倫子，
高橋宏和，江口有一郎，安西慶三：糖尿病患者における肝線維化を判定するための Fib-4 Index を
用いたカットオフ値の設定．第63回日本糖尿病学会年次学術集会．2020，10，9‐11（LIVE 配信），
2020，10，5，9‐11（Webinar（共催セミナー）），2020，10，5‐16（オンデマンド配信）．抄録
集：Ⅰ C5‐25‐3．

10 高橋宏和，結束貴臣，川中美和：イプラグリフロジンの肝病理的評価を含む糖尿病合併非アルコー
ル性脂肪性肝疾患に対する効果．JDDW2020．2020，11，5‐8．抄録集：A687．

11 田中賢一，高橋宏和，江口有一郎：NASH 肝線維化モデルマウスにおける運動のインパクト．第
56回日本肝臓学会総会．2020，8，28‐29（LIVE 配信），2020，9，10‐10，9（オンデマンド配
信）．抄録集：A320．

12 田中賢一，高橋宏和，北島陽一郎，尾﨑岩太，江口有一郎，安西慶三：2型糖尿病における li-
raglutide による脂肪減少効果とメカニズム．第63回日本糖尿病学会年次学術集会．2020，10，9‐
11（LIVE 配信），2020，10，5，9‐11（Webinar（共催セミナー）），2020，10，5‐16（オンデマ
ンド配信）．抄録集：Ⅲ W4‐160‐2．

13 田中賢一，高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：NASH 肝癌モデルマウスにおける運動効果．
JDDW2020．2020，11，5‐8．抄録集：A687．

14 ○Perveen R, Ozaki I, Manirujjaman M, Xia J, Tanaka K, Takahashi H, Anzai K, Matsuhashi S: Roles of
PDCD4 on Cellular Senescence, Fibrosis and Carcinogenesis in Fibroblastic Cells．第43回日本分子
生物学会年（MBSJ2020 Online）．2020，12，2‐4（ライブ配信），2020，12，4‐11（オンデマン
ド配信）．抄録集：1P‐0180．

15 ○Manirujjaman Md, Ozaki I, Murata Y, Hamajima H, Xia J, Perveen R, Takahashi H, Anzai K, Matsu-
hashi S: TPA-induced Degradation Mechanisms of PDCD4, a Tumor Suppressor, in Hepatocellular
Carcinoma．第43回日本分子生物学会年（MBSJ2020 Online）．2020，12，2‐4（ライブ配信），
2020，12，4‐11（オンデマンド配信）．抄録集：1P‐0146．

16 ○三根敬一朗，森 仁恵，高橋宏和，吉開泰信，安西慶三，永淵正法：EMC-D ウイルス誘発糖尿病
におけるメスの感受性に関する検討．第63回日本糖尿病学会年次学術集会．2020，10，9‐11
（LIVE 配信），2020，10，5，9‐11（Webinar（共催セミナー）），2020，10，5‐16（オンデマン
ド配信）．抄録集：Ⅲ P‐100‐6．

17 ＊古川修一，磯田広史，矢田ともみ，井上 香，大枝 敏，高橋宏和，井手英美，樋渡由希，山内朋
加，江口有一郎，水町智子：職域における肝炎ウイルス検査受検促進と受診勧奨の取り組み．第56
回日本肝臓学会総会．2020，8，28‐29（LIVE 配信），2020，9，10‐10，9（オンデマンド配信）．
抄録集：A260．
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18 矢田ともみ，佐瀬一弥，木野瀬友人，井上 香，磯田広史，大枝 敏，高橋宏和，裵 英洙，相島
慎一，江口有一郎：Virtual reality 技術を用いた肝臓触覚モデルによる教育は肝炎医療コーディ
ネーターのモチベーション向上に貢献する．第56回日本肝臓学会総会．2020，8，28‐29（LIVE
配信），2020，9，10‐10，9（オンデマンド配信）．抄録集：A243．

19 ＊山村咲良，矢田ともみ，江口有一郎：NAFLD 患者における Patient-reported outcomes（PROs）
の実態：倦怠感と PROs の関連．第56回日本肝臓学会総会．2020，8，28‐29（LIVE 配信），2020，
9，10‐10，9（オンデマンド配信）．抄録集：A250．

20 高橋宏和：NAFLD 診療の現在地点と近未来．第27回日本門脈圧亢進症学会総会．2020，10，28‐
11，18（共催セミナー・LIVE 配信：2020，11，9）．抄録集．

地方規模の学会
1 井上 香，磯田広史，矢田ともみ，大枝 敏，高橋宏和：電子カルテアラートシステムを用いた肝

炎ウイルス検査陽性者への受診勧奨の試み．第43回日本肝臓学会東部会／2020年度日本肝臓学会
後期教育講演会．2020，12，3‐5（Live 配信），2020，12，3‐17（オンデマンド配信）．抄録集．

2 高橋宏和：その有病率は糖尿病患者の60％超－非アルコール性脂肪性肝疾患の key player は糖尿
病専門医である－．第58回日本糖尿病学会九州地方会．2020，10，16‐17（Live 配信），2020，10，
16‐26（オンデマンド配信：教育講演・一般演題），2020，10，18‐26（オンデマンド配信：特別講
演・シンポジウム・ワークショップ）．抄録集：61．

3 ○三根敬一朗，吉開泰信，森 仁恵，高橋宏和，安西慶三，永淵正法：NOD マウスにおける Tyk2
遺伝子の意義の解明．第58回日本糖尿病学会九州地方会．2020，10，16‐17（Live 配信），2020，10，
16‐26（オンデマンド配信：教育講演・一般演題），2020，10，18‐26（オンデマンド配信：特別講
演・シンポジウム・ワークショップ）．抄録集：26．

4 ○野田亮介，小平俊一，木村俊一郎，田中賢一，岡田倫明，磯田広史，桑代卓也，秋山 巧，安西慶
三，高橋宏和：原因不明の慢性肝炎を伴った肝 MALT リンパ腫の一例．第43回日本肝臓学会東部
会／2020年度日本肝臓学会 後期教育講演会．2020，12，3‐5（Live 配信），2020，12，3‐17（オ
ンデマンド配信）．肝臓 61巻，suppl.（3），A938．

5 ＊熊谷貴文，遠山志穂，行元崇浩，赤司太郎，江島英理，磯田広史：HCV Genotype 6a 型に対して，
グレカプレビル／ピブレンタスビルによる DAA 治療が奏功した1例．第331回日本内科学会九州
地方会．2020，11，29．抄録集：27．

その他の学会
1 磯田広史：肝炎の最新情報と諸制度について．佐賀県地域保健福祉従事者研修会．2020，1，10．

抄録集．
2 磯田広史：肝疾患治療の現状及び最近の話題について．唐津地区Ｃ型肝炎等に関する保健指導従事

者研修会．2020，2，7．抄録集．
3 磯田広史：Ｂ型・Ｃ型肝炎治療はここまで進化した！．2020年度佐賀県肝炎医療従事者研修会．

2020，10，25．抄録集．
4 磯田広史：佐賀県の肝がん対策の現状とこれからの課題．佐賀県医師会学術講演会．2020，12，16．

抄録集．
5 井上 香：肝臓とアルコールの関係．済生会唐津病院 健康教室．2020，7，25．抄録集．
6 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病に潜む非アルコール性脂肪性肝炎を見落とさないために．桜山肝
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疾患フォーラム．2020，2，12．抄録集．
7 江口有一郎：肝炎医療コーディネーターの役割．令和2年度肝炎医療コーディネーター研修会．

2020，11，20，兵庫県．抄録集．
8 江口有一郎：肝炎医療コーディネーターの役割．令和2年度肝炎医療コーディネーター研修会．

2020，12，11，兵庫県．抄録集．
9 高橋宏和：肝がんの基礎知識．令和2年度佐賀県がん看護研修会．2020，9，9‐11，15（①9，

9，②9，30，③10，17，④10，23，⑤11，14，⑥11，15）．抄録集．
10 高橋宏和：NAFLD 治療の最前線．2020年度佐賀県肝炎医療従事者研修会．2020，10，25．抄録集．
11 高橋宏和：脂肪肝を切り口に考える糖尿病重症化予防の保健指導．保健指導技術研修会．2020，11，

27．抄録集．
12 高橋宏和：肝疾患について（非アルコール性脂肪性肝疾患）．令和2年度肝炎医療コーディネーター

スキルアップ研修会．2020，12，11‐27（オンデマンド配信）．抄録集．
13 矢田ともみ：肝炎医療コーディネーターの役割と実際の活動事例．第18回肝炎医療コーディネー

ター養成セミナー．2020，6，27，福岡．抄録集．
14 矢田ともみ：肝炎医療コーディネーターの役割と実際の活動事例．第19回肝炎医療コーディネー

ター養成セミナー．2020，9，25，福岡．抄録集．
15 矢田ともみ：肝炎医療コーディネーターの活動事例．令和2年度肝炎医療コーディネーター研修会．

2020，11，20，兵庫県．抄録集．
16 矢田ともみ：肝炎医療コーディネーターの活動事例．令和2年度肝炎医療コーディネーター研修会．

2020，12，11，兵庫県．抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

客 員
研究員

江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

エイズ対策政
策研究事業

（分担）

HIV 感染症及びその合併症の課題を
克服する研究

1，000

客 員
研究員

江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服政
策研究事業

（分担）

地域に応じた肝炎ウイルス診療連携体
制構築の立案に資する研究

1，000

客 員
研究員

江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業

（分担）

肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイ
ドラインの作成等に資する研究

2，000

客 員
研究員

江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業

（分担）

肝炎ウイルスの新たな感染防止・残さ
れた課題・今後の対策

1，000

客 員
研究員

江口有一郎 東京大学 受託研究
（分担）

組織学的に診断された『アルコール
性』でない脂肪肝炎（non-ASH steato-
hepatitis）の registry における病理学
的検討を中心とした研究

1，000

客 員
研究員

江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服政
策研究事業

（分担）

新たな手法を用いた肝炎ウイルス検査
受検率・陽性者受診率の向上に資する
研究

1，500

特任教授 高橋 宏和 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業

（分担）

非ウイルス性を含めた肝疾患のトータ
ルケアに資する人材育成等に関する研
究

6，000

助 教 磯田 広史 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業

（分担）

ソーシャルメディア等を活用した肝炎
ウイルス感染者の偏見差別の解消を目
指した研究

700

特任教授 高橋 宏和 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

ウイルス糖尿病感受性遺伝子の意義と
そのメカニズム

910

特任教授 高橋 宏和 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

骨格筋における代謝異常・サルコペニ
ア肥満と歯周炎の関わり－健康長寿を
目指して－

300

職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

佐賀大学医
学部附属病
院 肝 疾 患
センター

佐賀新聞文化賞 肝がん死亡率全国ワーストを20年ぶりに脱却

研究助成等

学術（学会）賞
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